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【研究の背景】前臨床・創薬のための分子イメージング分野では、複数の PET・SPECT核種から

放出される様々なエネルギーのガンマ線を同時かつ定量的に撮像するための研究が進められてい

る[1]。多核種同時イメージング用検出器の開発では、高エネルギー（HEGP）コリメータ SPECT

とコンプトンカメラの研究が主流である。我々の研究グループでは、SPECTのコリメータ部分を

シンチレータで置き換えたシンチレーションコリメータ検出器について、シミュレーションによ

る実現可能性の検討を 2020 年秋の応用物理学会で報告した[2]。この方式では、SPECT 装置では

特に感度が低く分解能が悪かった PET核種に対して、コリメータ部分の同時計数イベントを用い

ることで、大幅な感度向上が期待できる結果となった。本講演では、コリメータに用いるシンチ

レータの物質として BGO、GAGG、YAG、LuAGの４種類で検出器プロトタイプを製作し、実際

に 57Co及び 22Naを用いた多核種同時撮像の実証試験を行ったので報告する。 

【手法】コリメータの物質として、BGO、GAGG、YAG、LuAGを選定し、2x2x30mmのロッド形

状に加工した後、アレイ状に組み上げ、ガンマ線を透過させる部分のみシンチレータを間引くこ

とでコリメータ形状を実現した（Fig. 1）。吸収体の検出器には、1.5x1.5x10mm3の GAGG シンチ

レータを 15x15 のマトリクス状に配列したアレイを製作し使用した。読み出しには、MPPC アレ

イを用い、MPPC アレイの４角から読み出した信号を重心演算することで反応したシンチレータ

の位置情報とエネルギー情報を取得した。多核種同時撮像の検証には、57Co及び 22Naを用いた。 

【結果】GAGGコリメータで 57Co及び 22Naを個別に測定したときの再構成画像を Fig. 2に示す。

結果として、従来の SPECTでは感度・解像度ともに悪化してしまっていた PET核種（22Na）を高

感度化・高解像度化できることが実証できた。本講演では上記 2 核種の同時撮像に関しても測定

したので報告する。 
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Fig. 2. Reconstruction image 
obtained by BGO scintillator 
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